
年度 年間授業計画  教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年

教科担当者：

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

〇

単 元 1

単 元 2

単 元 3

単 元 4

単 元 5

・教材

教科書、化学重要問題集(数研出版)、サイエンス

ビュー新化学資料(実教出版)

・一人１台端末の活用（場面）

調べ学習や表計算等

理科

【 知　識　及　び　技　能 】化学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め、科学的に探究するために必要な観察、実験などに関する技能を身に付けようとする。

観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。

化学的な事物・現象に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。

態

【知識及び技能】

固体の構造について理解し、科学的に探究に必要な

実験に関する技能を身に付けている。

【思考力・判断力・表現力】

指導項目・内容

指導項目に対し、次の教材等を活用する。

・指導事項

化学結合、結晶構造、結晶格子について理解させ

る。

・教材

実験等を通して固体の構造について探究し、得た知

見を表現できている。

【学びに向かう力、人間性等】
固体の構造の学習を行う際、見通しをもった取り組

みや振り返りを行うなど、主体的に探究しようとす

る。

次の観点別評価規準に従い評価する。

【学びに向かう力、人間性等】

【思考力、判断力、表現力】

固体の構造

固体の構造について理解し、科学的に探究に必要な

実験に関する技能を身に付ける。

物質の状態変化について理解し、科学的に探究に必

要な実験に関する技能を身に付ける。

教科書、化学重要問題集(数研出版)、サイエンス

ビュー新化学資料(実教出版)

・一人１台端末の活用（場面）

調べ学習や表計算等

指導項目に対し、次の教材等を活用する。

・指導事項

状態変化と化学結合、気液平衡、状態図について理

解させる。

高等学校 化学（啓林館）
使用教科書：

自選456 大島

１

学

期

単元の具体的な指導目標

化学

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

評価規準

実験等を通して固体の構造について探究し、得た知

見を他者と共有できるようにする。

固体の構造の学習を行う際、見通しをもった取り組

みや振り返りを行うなど、主体的に探究する。

物質の状態変化

【知識及び技能】

【知識及び技能】

【学びに向かう力、人間性等】

日常生活や社会との関連を図りながら，物質とそ
の変化について理解するとともに，科学的に探究
するために必要な観察，実験などに関する基本的
な技能を身に付けるようにする。

観察，実験などを行い，科学技術者として必要な
思考力・判断力表現力を養い、探究する力を養
う。

物質とその変化に主体的に関わり，科学技術者と
して、科学的に探究しようとする態度を養う。

知 思

配
当
時
数

〇 6

〇 6

〇 〇

〇 〇

〇 〇

【知識及び技能】

物質の状態変化について理解し、科学的に探究に必

要な実験に関する技能を身に付けている。

【思考力・判断力・表現力】

実験等を通して物質の状態変化について探究し、得

た知見を表現できている。

【学びに向かう力、人間性等】

物質の状態変化の学習を行う際、見通しをもった取

り組みや振り返りを行うなど、主体的に探究しよう

とする。

次の観点別評価規準に従い評価する。

指導項目に対し、次の教材等を活用する。 次の観点別評価規準に従い評価する。

〇 〇 〇

東京都立多摩科学技術高等学校

理選12 大島 理選34 横井 理選56 大島 自選123 横井

理科 化学
理科 化学 4

令和 8

【思考力、判断力、表現力】

実験等を通して物質の状態変化について探究し、得

た知見を他者と共有できるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】

物質の状態変化の学習を行う際、見通しをもった取

り組みや振り返りを行うなど、主体的に探究する。

定期考査（第１学期中間考査）/返却と解説

気体の性質

溶液の性質

化学反応と熱・光エネルギー

調べ学習や表計算等
気体の性質の学習を行う際、見通しをもった取り組

みや振り返りを行うなど、主体的に探究しようとす

る。

調べ学習や表計算等
溶液の性質の学習を行う際、見通しをもった取り組

みや振り返りを行うなど、主体的に探究しようとす

る。

指導項目に対し、次の教材等を活用する。 次の観点別評価規準に従い評価する。

〇 〇 〇 8

【知識及び技能】 ・指導事項 【知識及び技能】

気体の性質について理解し、科学的に探究に必要な

実験に関する技能を身に付ける。

気体の状態方程式、分圧、理想気体と実在気体につ

いて理解させる。
気体の性質について理解し、科学的に探究に必要な

実験に関する技能を身に付けている。

【思考力、判断力、表現力】 ・教材 【思考力・判断力・表現力】

実験等を通して気体の性質について探究し、得た知

見を他者と共有できるようにする。

教科書、化学重要問題集(数研出版)、サイエンス

ビュー新化学資料(実教出版)
実験等を通して気体の性質について探究し、得た知

見を表現できている。

【学びに向かう力、人間性等】 ・一人１台端末の活用（場面） 【学びに向かう力、人間性等】

気体の性質の学習を行う際、見通しをもった取り組

みや振り返りを行うなど、主体的に探究する。

指導項目に対し、次の教材等を活用する。 次の観点別評価規準に従い評価する。

〇 〇 〇 8

【知識及び技能】 ・指導事項 【知識及び技能】

溶液の性質について理解し、科学的に探究に必要な

実験に関する技能を身に付ける。

溶解平衡、溶解度、蒸気圧降下について理解させ

る。
溶液の性質について理解し、科学的に探究に必要な

実験に関する技能を身に付けている。

【思考力、判断力、表現力】 ・教材 【思考力・判断力・表現力】

実験等を通して溶液の性質について探究し、得た知

見を他者と共有できるようにする。

教科書、化学重要問題集(数研出版)、サイエンス

ビュー新化学資料(実教出版)
実験等を通して溶液の性質について探究し、得た知

見を表現できている。

【学びに向かう力、人間性等】 ・一人１台端末の活用（場面） 【学びに向かう力、人間性等】

溶液の性質の学習を行う際、見通しをもった取り組

みや振り返りを行うなど、主体的に探究する。

9



年度 年間授業計画  教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年

教科担当者：

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

〇

理科

【 知　識　及　び　技　能 】化学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め、科学的に探究するために必要な観察、実験などに関する技能を身に付けようとする。

観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。

化学的な事物・現象に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。

態指導項目・内容

高等学校 化学（啓林館）
使用教科書：

自選456 大島

単元の具体的な指導目標

化学

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

評価規準

【学びに向かう力、人間性等】

日常生活や社会との関連を図りながら，物質とそ
の変化について理解するとともに，科学的に探究
するために必要な観察，実験などに関する基本的
な技能を身に付けるようにする。

観察，実験などを行い，科学技術者として必要な
思考力・判断力表現力を養い、探究する力を養
う。

物質とその変化に主体的に関わり，科学技術者と
して、科学的に探究しようとする態度を養う。

知 思

配
当
時
数

東京都立多摩科学技術高等学校

理選12 大島 理選34 横井 理選56 大島 自選123 横井

理科 化学
理科 化学 4

令和 8

単 元 6

単 元 7

単 元 8

単 元 9

指導項目に対し、次の教材等を活用する。

・指導事項

１

学

期

〇 〇

化学平衡、ルシャトリエの原理、電離平衡、溶解度

積について理解させる。

・教材

教科書、化学重要問題集(数研出版)、サイエンス

ビュー新化学資料(実教出版)

・一人１台端末の活用（場面）

調べ学習や表計算等

〇 〇

〇 〇 〇

指導項目に対し、次の教材等を活用する。 次の観点別評価規準に従い評価する。

〇 〇 〇

定期考査（第１学期期末考査）/返却と解説

化学平衡

【知識及び技能】

化学平衡について理解し、科学的に探究に必要な実

験に関する技能を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力】

実験等を通して化学平衡について探究し、得た知見

を他者と共有できるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】

化学平衡の学習を行う際、見通しをもった取り組み

や振り返りを行うなど、主体的に探究する。

反応速度

天然高分子化合物 指導項目に対し、次の教材等を活用する。

10〇

化学平衡の学習を行う際、見通しをもった取り組み

や振り返りを行うなど、主体的に探究しようとす

る。

【学びに向かう力、人間性等】

実験等を通して化学平衡について探究し、得た知見

を表現できている。

【思考力・判断力・表現力】

化学平衡について理解し、科学的に探究に必要な実

験に関する技能を身に付けている。

【知識及び技能】

次の観点別評価規準に従い評価する。

9

【知識及び技能】 ・指導事項 【知識及び技能】

化学反応と熱・光エネルギーについて理解し、科学

的に探究に必要な実験に関する技能を身に付ける。

エンタルピー変化、ヘスの法則、化学発光について

理解させる。

化学反応と熱・光エネルギーについて理解し、科学

的に探究に必要な実験に関する技能を身に付けてい

る。

【思考力、判断力、表現力】 ・教材 【思考力・判断力・表現力】
実験等を通して化学反応と熱・光エネルギーについ

て探究し、得た知見を他者と共有できるようにす

る。

教科書、化学重要問題集(数研出版)、サイエンス

ビュー新化学資料(実教出版)
実験等を通して化学反応と熱・光エネルギーについ

て探究し、得た知見を表現できている。

【学びに向かう力、人間性等】 ・一人１台端末の活用（場面） 【学びに向かう力、人間性等】
化学反応と熱・光エネルギーの学習を行う際、見通

しをもった取り組みや振り返りを行うなど、主体的

に探究する。
調べ学習や表計算等

化学反応と熱・光エネルギーの学習を行う際、見通

しをもった取り組みや振り返りを行うなど、主体的

に探究しようとする。

9

【知識及び技能】 ・指導事項 【知識及び技能】

反応速度について理解し、科学的に探究に必要な実

験に関する技能を身に付ける。 反応速度式、反応の仕組みについて理解させる。
反応速度について理解し、科学的に探究に必要な実

験に関する技能を身に付けている。

【思考力、判断力、表現力】 ・教材 【思考力・判断力・表現力】

実験等を通して反応速度について探究し、得た知見

を他者と共有できるようにする。

教科書、化学重要問題集(数研出版)、サイエンス

ビュー新化学資料(実教出版)
実験等を通して反応速度について探究し、得た知見

を表現できている。

【学びに向かう力、人間性等】 ・一人１台端末の活用（場面） 【学びに向かう力、人間性等】

反応速度の学習を行う際、見通しをもった取り組み

や振り返りを行うなど、主体的に探究する。 調べ学習や表計算等
反応速度の学習を行う際、見通しをもった取り組み

や振り返りを行うなど、主体的に探究しようとす

る。

〇 14

【知識及び技能】 ・指導事項 【知識及び技能】

天然高分子化合物について理解し、科学的に探究に

必要な実験に関する技能を身に付ける。
糖類、タンパク質について理解させる。

天然高分子化合物について理解し、科学的に探究に

必要な実験に関する技能を身に付けている。

【思考力、判断力、表現力】 ・教材 【思考力・判断力・表現力】

実験等を通して天然高分子化合物について探究し、

得た知見を他者と共有できるようにする。

教科書、化学重要問題集(数研出版)、サイエンス

ビュー新化学資料(実教出版)
実験等を通して天然高分子化合物について探究し、

得た知見を表現できている。

【学びに向かう力、人間性等】 ・一人１台端末の活用（場面） 【学びに向かう力、人間性等】

天然高分子化合物の学習を行う際、見通しをもった

取り組みや振り返りを行うなど、主体的に探究す

る。
調べ学習や表計算等

天然高分子化合物の学習を行う際、見通しをもった

取り組みや振り返りを行うなど、主体的に探究しよ

うとする。

〇 〇

〇 14

【知識及び技能】 ・指導事項 【知識及び技能】

〇 〇
2

学

期

合成高分子化合物 指導項目に対し、次の教材等を活用する。 次の観点別評価規準に従い評価する。

次の観点別評価規準に従い評価する。



年度 年間授業計画  教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年

教科担当者：

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

〇

理科

【 知　識　及　び　技　能 】化学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め、科学的に探究するために必要な観察、実験などに関する技能を身に付けようとする。

観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。

化学的な事物・現象に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。

態指導項目・内容

高等学校 化学（啓林館）
使用教科書：

自選456 大島

単元の具体的な指導目標

化学

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

評価規準

【学びに向かう力、人間性等】

日常生活や社会との関連を図りながら，物質とそ
の変化について理解するとともに，科学的に探究
するために必要な観察，実験などに関する基本的
な技能を身に付けるようにする。

観察，実験などを行い，科学技術者として必要な
思考力・判断力表現力を養い、探究する力を養
う。

物質とその変化に主体的に関わり，科学技術者と
して、科学的に探究しようとする態度を養う。

知 思

配
当
時
数

東京都立多摩科学技術高等学校

理選12 大島 理選34 横井 理選56 大島 自選123 横井

理科 化学
理科 化学 4

令和 8

単 元 10

単 元 11

【知識及び技能】

大学ごとの入試問題の傾向を理解し、出題されやす

い実験に関する技能を身に付けている。

大学入試問題の演習を行う際、見通しをもった取り

組みや振り返りを行うなど、主体的に探究する。

大学入試問題対策演習

定期考査（第２学期中間考査）/返却と解説

【知識及び技能】

【学びに向かう力、人間性等】

〇

〇 〇

〇

〇

〇 28

〇 28〇 〇

〇

調べ学習や表計算等

3

学

期

定期考査（学年末考査）/返却と解説

【知識及び技能】

大学ごとの入試問題の傾向を理解し、出題されやす

い実験に関する技能を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力】

演習を通じて大学の入試問題について探究し、得た

知見を他者と共有できるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】

【思考力・判断力・表現力】

演習を通じて大学の入試問題について探究し、得た

知見を表現できている。

【学びに向かう力、人間性等】

大学入試問題の演習を行う際、見通しをもった取り

組みや振り返りを行うなど、主体的に探究しようと

する。

指導項目に対し、次の教材等を活用する。

・指導事項

大学入試対策の演習を行う。

・教材

〇 〇

次の観点別評価規準に従い評価する。

教科書、化学重要問題集(数研出版)、サイエンス

ビュー新化学資料(実教出版)

・一人１台端末の活用（場面）

教科書、化学重要問題集(数研出版)、サイエンス

ビュー新化学資料(実教出版)
演習を通して大学入学共通テストの問題傾向につい

て探究し、得た知見を表現できている。

〇 14

合成高分子化合物について理解し、科学的に探究に

必要な実験に関する技能を身に付ける。 重合、合成繊維、合成樹脂について理解させる。
合成高分子化合物について理解し、科学的に探究に

必要な実験に関する技能を身に付けている。

【思考力、判断力、表現力】 ・教材 【思考力・判断力・表現力】

実験等を通して合成高分子化合物について探究し、

得た知見を他者と共有できるようにする。

教科書、化学重要問題集(数研出版)、サイエンス

ビュー新化学資料(実教出版)
実験等を通して合成高分子化合物について探究し、

得た知見を表現できている。

【学びに向かう力、人間性等】 ・一人１台端末の活用（場面） 【学びに向かう力、人間性等】

合成高分子化合物の学習を行う際、見通しをもった

取り組みや振り返りを行うなど、主体的に探究す

る。
調べ学習や表計算等

〇 〇

・一人１台端末の活用（場面） 【学びに向かう力、人間性等】

大学入学共通テストの演習を行う際、見通しをもっ

た取り組みや振り返りを行うなど、主体的に探究す

る。
調べ学習や表計算等

大学入学共通テストの演習を行う際、見通しをもっ

た取り組みや振り返りを行うなど、主体的に探究し

ようとする。

2

学

期
合成高分子化合物の学習を行う際、見通しをもった

取り組みや振り返りを行うなど、主体的に探究しよ

うとする。

大学入学共通テスト対策演習 指導項目に対し、次の教材等を活用する。 次の観点別評価規準に従い評価する。

定期考査（第２学期期末考査）/返却と解説

・指導事項 【知識及び技能】

大学入学共通テストの出題傾向を理解し、出題され

やすい実験に関する技能を身に付ける。 大学入学共通テスト対策の演習を行う。
大学入学共通テストの出題傾向を理解し、出題され

やすい実験に関する技能を身に付けている。

【思考力、判断力、表現力】 ・教材 【思考力・判断力・表現力】

演習を通して大学入学共通テストの問題傾向につい

て探究し、得た知見を他者と共有できるようにす

る。


